
第３次佐用町総合計画
～策定に向けて～

【佐用町の現状を共有】

佐用町役場 企画防災課 まちづくり企画室



会議に入るその前に・・・

自分にとって、

“豊かさ・幸せ” となるものは何ですか？



会議に入るその前に・・・

これまでの時代は、

量の多さ＝豊かさ・幸せの象徴



会議に入るその前に・・・

これからは今までの“豊さ・幸せ”だと思う価値観を変えていく

必要がある時代になってきます。

今後の計画づくりには、今までの価値観を変えて考えていく必

要があることを念頭に置いて一緒に考えていきましょう！



◆楽しくつながる
◆やってみたいが叶う
◆みんなが主人公
◆身の丈に合った見直し
◆さようが好き

総合計画と縮充のまちづくり

○第3次総合計画の柱：縮充のまちづくり

～今後の佐用町全体のめざす方向性～

“小さくても、少なくても こころ豊かでしあわせ”

例えば



総合計画とは？

基本構想

基本計画

実施計画

総合計画 ○総合計画は地方自治体の全ての計画の基本
○地域づくりの最上位に位置づけられる計画

総合計画の構成 基本構想、基本計画、実施計画で構成

佐用町の特性や課題を総合的に考え、めざす将来像
とその実現に向けた基本目標や施策項目、施策のお
おもとを示したもの（10年間の方針）

基本構想に基づき、今後推進する主要な施策や具体
的な数値による成果指標等を示したもので、成果指標
により計画の評価を行う（5年程度の計画）

基本計画に基づき、具体的に実施する事業の内容や財
源等を示したもの



総合計画とは？

基本構想

基本計画

実施計画
基本計画に基づき、具体的に実施する事業の内容や財
源等を示したもの

佐用町の特性や課題を総合的に考え、めざす将来像
とその実現に向けた基本目標や施策項目、施策のお
おもとを示したもの（10年間の方針）

基本構想に基づき、今後推進する主要な施策や具体
的な数値による成果指標等を示したもので、成果指標
により計画の評価を行う（5年程度の計画）

ここの部分をつくります

総合計画 ○総合計画は地方自治体の全ての計画の基本
○地域づくりの最上位に位置づけられる計画

総合計画の構成 基本構想、基本計画、実施計画で構成



総合計画とは？

基本構想

基本計画

実施計画
基本計画に基づき、具体的に実施する事業の内容や財
源等を示したもの

佐用町の特性や課題を総合的に考え、めざす将来像
とその実現に向けた基本目標や施策項目、施策のお
おもとを示したもの（10年間の方針）

基本構想に基づき、今後推進する主要な施策や具体
的な数値による成果指標等を示したもので、成果指標
により計画の評価を行う（5年程度の計画）

まちづくり推進会議で協議

総合計画 ○総合計画は地方自治体の全ての計画の基本
○地域づくりの最上位に位置づけられる計画

総合計画の構成 基本構想、基本計画、実施計画で構成



第2次総合計画（H29～R8）で設定した佐用町がめざす姿

○自然と歴史・文化を育み未来につなぐまち
・長い歴史の中で育まれてきた地域の多彩な自然、歴史資源や風土、景観を今後も守り、育みながら未来につないで
いきます
・循環型社会を構築し、地域環境の維持と持続的な発展を目指します

○協働で夢と希望をつくるまち
・町民同士の支えあいの中で、連帯感のある地域コミュニティを維持、形成していくとともに、未来を築く子どもたち
を育んでいきます
・安全と安心のまちづくりのほか、自然、歴史、文化などの地域資源や人材、地域特性を生かし、交流の促進や産業を
育成するなど、町民にとって夢や希望をもてる魅力あるまちづくりを進めます

○温かい絆と一人ひとりを大切にするまち
・地域コミュニティに根付いた温かい絆をさらに醸成するとともに、老若男女、障がいのある人もない人も、だれも
が安心して暮らせる福祉社会と、だれもが生きがいをもって自己実現できる社会を築いていきます
・すべての住民が心身ともに健康で、安心して生活できる総合的な保健・医療・介護・福祉体制を確立し、未来につな
いでいきます

基本理念



第2次総合計画（H29～R8）で設定した佐用町がめざす姿

基本目標・基本姿勢



総合計画とは？

基本構想

基本計画

実施計画
基本計画に基づき、具体的に実施する事業の内容や財
源等を示したもの

佐用町の特性や課題を総合的に考え、めざす将来像
とその実現に向けた基本目標や施策項目、施策のお
おもとを示したもの（10年間の方針）

基本構想に基づき、今後推進する主要な施策や具体
的な数値による成果指標等を示したもので、成果指標
により計画の評価を行う（5年程度の計画）

総合計画 ○総合計画は地方自治体の全ての計画の基本
○地域づくりの最上位に位置づけられる計画

総合計画の構成 基本構想、基本計画、実施計画で構成

役場内PTで協議し、作成



第2次総合計画（H29～R8）で設定した基本計画



基本計画とは（もう少し詳しく）

基本構想
（10年先の佐用町の
めざすべき姿）

重要な視点（例）
・やってみたいが叶うまち
・楽しくつながるまち
・身の丈に合ったまち
・安心安全のまち
・

基本計画
（各分野で取組むべき施策）

各分野の現状・課題

・子育て分野

・健康・医療分野

・インフラ

・

施策
10年先の姿をめざす

まず5年先の姿をめざす

☝
ここをみんなで話し合って

つくっていきます



第3次総合計画とこれまでの総合計画からの変更事項

これまで

総合計画
○地方人口ビジョン
○地方版総合戦略

これから
総合計画

○基本構想
○基本計画

○地方人口ビジョン
○地方版総合戦略

別々で策定

総合計画に盛り込んで策定



地方人口ビジョン・地方版総合戦略とは

地方人口ビジョン
各地方公共団体における人口の現状と将来の展望を提示するもので、国の長期ビジョン
及び総合戦略を勘案して策定することとされています。

地方版総合戦略
地域の実情に応じた「まち・ひと・しごと創生」（地方創生）に関する施策の基本的な
方向等を定めた計画であり、国の総合戦略を勘案し、地方人口ビジョンを踏まえて策定す
ることとされている。



これまでの流れ
○現在の日本
・人口減少社会に突入
・国内で人口の奪い合い
・便利な都市部に人口移動
・地方部は顕著な人口減少
・今だ人口増加していた感覚のままの社会観
（大量生産・大量消費、多いことが豊かで幸せ）

R5～『縮充（縮小しても、充実）のまちづくり』スタート
○縮充のまちづくり検討委員会：縮充した佐用町の姿を想像し、縮充マインド考えてきた
○さようミライカイギ実行委員会：さようの未来について語る

『みんなで考える 縮充のまちづくりSayo』冊子を作成
まずは、価値観（量が多い＝豊かで幸せ）のモノサシを持ち替えることからスタート

統計局HPより

○これからの佐用町（H27～人口ビジョン・総合戦略）
・不毛な人口の取り合いのテーブルから脱出
・人口減少を正面から受け入れたまちづくり
・人口減少適応策、人口減少緩和策に取組む
・小さくても、少なくても こころ豊かでしあわせ

と思えるまちづくり



今後の佐用町行政に求められること

○面積

○人口

○職員数

○公共施設
（維持管理費）

○水道
（維持管理費）

○町道
（維持管理費）

○財源

変わらない

減少

減少

増加

増加

増加

減少

これからは、
○少なくなる人材（町人口）
○少なくなる職員
○少なくなる財源

をいかに効率的・有効的に活用し

安心・安全な町民の生活
○行政の業務運営
○公共施設・インフラの維持・管理
○町民・団体等の支援・補助
○住民自治・地域づくり

を守っていくかを考えなければならない。



数字から見る佐用町の状況

○ 面積

○ 人口

○ 職員数

○ 公共施設

○ 水道

○ 町道

○ 財政状況



佐用町の面積

○面積：307.44㎢

兵庫県下（41市町）：10番目の広さ

○人口密度：45.7人／㎢
（14,075人／307.44㎢）

兵庫県下：40番目の低さ



佐用町の人口

若者が少なく、高齢者が多い状態
⇒高齢者を支える若者が減少

1950年（1人／12.1人） 2023年（1人／2.0人）

2070年（1人／1.3人）（見込み）

サザエさんのような家族構成世帯 【少】

核家族、単身世帯 【多】

内閣府（高齢化の現状と将来像）

日本全体としても



佐用町の人口（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5年推計）

2025年 2045年

2045年には人口が8,476人
高齢化率：58.5％

若者の人口割合がより減少

高齢者人口割合が増加



佐用町の人口（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5年推計）

自然増減数：出生の増・死亡の減
社会増減数：佐用町に移住する（増）・出ていく（減）

自然減、社会減が2000年以降ずっと続いている

年代別の転入・転出
昔：学生で町外に転出が多いが、就職で戻ってくる人も多い
今：学生で町外に転出すると戻ってこない人が増加



佐用町の出生数

年度 出生数（人）

H26 97

H27 90

H28 86

H29 85

H30 78

H31 59

R2 66

R3 57

R4 46

R5 49

R6 32

97人
10年前

32人
2024年度現在

3分の1に減少

※住民基本台帳より



日本全体の出生数
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昭和22～24年

最多の出生数
2 696 638人

ひのえうま
1 360 974人

第２次ベビーブーム
昭和46～49年

2 091 983人

令和６年
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第１次ベビーブーム

昭和41年(1966)

平成

令和６年(2024)

最少の出生数

686 061人

令和

年

（昭和48年(1973)）

（昭和24年(1949)） 統計開始後初の70万人割れ

（資料：厚生労働省）



佐用町の職員数（正規職員・会計年度任用職員）
49～56歳が76名

（全体の32％を占める）
正規職員数合計（18～60歳）

241名

会計年度任用職員数合計：
220名

総務課データ

144名



職員事務分掌数の近年比較

年度 部署数 事務分掌数職員数

R2

R７

18

19

248

241

1,140

1,163

職員1人当たりの事務量が増加傾向

H29 18 259 1,174 4.53

4.60

4.83

職員1人当たり
の事務分掌



佐用町の職員（人件費・職員数の推移）

単位：億円 単位：人

※財政室より



佐用町の公共施設（佐用町公共施設等総合管理計画より）

○今後30年間で更新が必要な施設

44施設



佐用町の公共施設（佐用町公共施設等総合管理計画より）

維持管理費：8,870万円／年

今後30年間での更新費用
合計：201.6億円（6.7億円／年）

○町が所有する施設数
143施設、642棟

総延床面積183,040.49㎡（令和3年4月現在）
11.54㎡／町民1人（令和2年度国勢調査人口より）

※全国平均3.22㎡／人
（公共施設及びインフラ資産の将来の更新費用の比較分析に関する調査結果：平成24 年３月総務省）



佐用町の水道施設（佐用町公共施設等総合管理計画より）

○上水道
約470ｋｍ

上水道維持管理

維持管理費：3,090万円／年（R2現在）
今後40年推計：384億円5000万円（9.6億円／年）

○下水道
約158ｋｍ

下水道維持管理費

維持管理費：2,450万円／年（R2現在）
今後40年推計：233億円3000万円（5.8億円／年）

上水道更新工事

管路更新費：1億8973万円（R6現在）
施設・設備更新費：3億円3214万円（R6現在）

下水処理場・ポンプ場・MP場

更新費：1億2320万円（R6現在）



佐用町の町道・橋梁（佐用町公共施設等総合管理計画より）

○町道延長
690km（1,812路線）

○橋梁（2ｍ以上）
675橋

建設から50年を経過する高齢化橋梁
【令和3年時点】

116橋

【20年後には】
596橋（全体の約88％）

維持管理費：2,540万円／年（R2現在）
今後40年推計：125億円2000万円（3.1億円／年）

維持管理費：2億3540万円／年（R2現在）
今後40年推計：341億円（8.5億円／年）



佐用町内の施設等の維持管理費まとめ

R2年現在

○公共施設

○道路

○橋梁

○上水道

○下水道

合計

8,870万円

2億3,540万円

2,540万円

3,090万円

2,450万円

4億490万円

今後40年
（年平均）

19億3000万円

8億5000万円

3億1000万円

9億6000万円

5億8000万円

46億3000万円

今後40年
（累計）

769億7000万円

341億円

125億2000万円

384億5000万円

233億3000万円

1,853億7000万円



佐用町内の施設等の長寿命化施策

○公共施設

○道路

○橋梁

○上水道

○下水道

合計

今後40年（年平均）
（長寿命化）

11億6000万円

6億4000万円

2億1000万円

8億5000万円

5億2000万円

33億8000万円

▲27％

今後40（年平均）
対策なし

19億3000万円

8億5000万円

3億1000万円

9億6000万円

5億8000万円

46億3000万円

長寿命化施策

＋20年長寿命化
施設を5％削減

＋5年長寿命化

＋20年長寿命化

＋10年長寿命化

＋10年長寿命化



佐用町民一人当たりの単年平均投資的経費

既往実績（5年）

○公共施設

○道路

○橋梁

○上水道

○下水道

合計

31,147円

2,588円

5,877円

8,815円

11,166円

82,863円

今後40年推計
（対策なし）

402,084円

177,083円

64,583円

200,000円

120,833円

964,583円

人口：17,016人 人口：4,800人
（町独自のR47年時点の推計人口）

今後40年推計
（長寿命化）

241,667円

133,334円

43,750円

177,084円

108,334円

704,169円

11.64倍
8.50倍



佐用町の財政状況（R5年度）

○歳出：143.4億円

○歳入：144.5億円
・地方譲与税
・国庫支出金
・使用料
・手数料
・財産収入
・諸収入
・繰入金
・地方債
・その他

地方交付税：61.8億円

人件費
23.6億円

扶助費
10.8億円

公債費
21.7億円

物件費
14.4億円

維持補修費
0.8億円

補助費等
19.1億円

繰出金等
33.5億円

投資的経費
15.9億円

その他
4.2億円

地方税
20.7億円



佐用町の基金の推移



佐用町の起債残高の推移

■一般会計
■特別会計



佐用町の健全化判断比率の推移

早期健全化基準：25％
財政再生基準 ：35％

将来負担比率＝
標準財政規模

将来負担額－基金等の額
×100

実質公債費率＝
収 入

借金返済額
×100



町税・交付税・財政力指数の推移

財政力指数＝
基準財政収入額

基準財政需要額

佐用町の基準財政収入額は、基準財政需要額の3割弱
多くは国からの交付税（国の考え一つで収入が大きく変わる可能性も）



佐用町の主な歳出の推移

億円

○これまではハード事業（施設等の建設）が進められたため、建設事業費が多い

○今後は、施設等の維持管理に移行していく


